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人から赦されるという経験をしたことが

ある方は多いと思います。例えば、子ども

が親から赦される。あるいは、友だちを傷

つけてしまい赦される。赦されるという経

験は、私たちの心に言いようのない平安、

安堵感をもたらします。この赦されるとい

う経験は、聖書にあっても幸いな経験とし

て記されています。「今月の聖書のことば」

には詩篇 32 篇 5 節をあげていますが、こ

の32篇の最初には次のようにあります。 

「幸いなことよ その背きを赦され 罪を

覆われた人は。幸いなことよ 主が咎をお

認めにならず その霊に欺きがない人は。」 

ここでは「幸いなことよ」と訳されていま

すが、他の箇所では「なんと幸いなことで

しょう」とも訳されてもいます。つまり、聖

書では、神様から罪を赦されることを「幸

せなこと」として語っているのです。 

 しかし、そもそもなぜ罪が赦されること

が幸いなことになるのでしょうか。このこ

とを考える上で、まず罪とは何か、という

ことを考える必要があります。聖書では「罪

とは律法に違反することです」（Ⅰヨハネ

3:4）と簡潔に定義されています。この律法

とは、神に関する戒めと人に関する戒めが

書かれているもので、有名なところで言い

ますと「十戒」がそれにあたります。この律

法には、神が喜ばれる生き方が記され、こ

の律法に違反することは罪となります。こ

れは、私たちの社会にあっても当然のこと

です。社会では法律を守ることが求められ、

破れば犯罪です。また、軽重はありますが、

もし法律を破るならば何らかの罰が科され

ます。同様に、聖書においても神の律法を

私は自分の罪をあなたに知らせ 自分の咎を隠しま

せんでした。私は言いました。「私の背きを主に告白

しよう」と。すると あなたは私の罪のとがめを赦して

くださいました。          【詩篇 32篇 5節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 11:00～12:30   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）     19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

破るならば罪とされ、その罪には罰が伴い

ます。聖書は次のように語ります。「罪の報

酬は死です。」聖書において、罪を犯すなら

ば、その罰は死だとあります。これは肉体

的な死であり、永遠の滅びを意味します。

ですから、聖書において罪を犯すことは軽

く考えられてはならないことです。法律を

破って死がもたらされる犯罪は多くありま

せんが、聖書では罪を犯したならばその結

果は死だと言うのです。だからこそ、罪が

赦されるということが大変な恵みであり、

幸いであることが分かりますし、詩篇の作

者が「幸いなことよ」と歌っている理由が

分かります。 

 では、どうしたら罪は赦されるのでしょ

うか？それは、告白することです。聖書に

は『私は自分の罪をあなたに知らせ 自分

の咎を隠しませんでした。私は言いました。

「私の背きを主に告白しよう」と。すると 

あなたは私の罪のとがめを赦してください

ました。』とあります。このように、神は罪

を告白した直後に、即座に赦しを与えてく

ださいます。また、聖書の他の箇所ではそ

の罪を消し去り、未来永劫その罪を思い出

すことをなさらないと約束して下さってい

ます。それは、本当に幸いなことです。具体

的には、イエス・キリストが自分の身代わ

りになって神の罰を受けるために十字架に

架かって死なれ、罪と死から復活されたこ

とを信
・

じ
・

る
・

こ
・

と
・

によって罪が赦されます。

その結果与えられるのは永遠のいのちであ

り、天の御国において神と共に住むことに

なる恵みです。この恵みを受け取るには、

神に反発して生きて来たことを素直に認め、

告白することです。この幸いを多くの方に

受け取って頂きたいと祈り願っています。 

◆コラム 

聖書では、罪が赦される方法は善行を多く積

むことではなく、神様の前に告白することで

す。その点で非常にユニークです。それは簡単

なことに思えますが、自分が罪人であること

を認めることは、できそうでできないことで

す。罪とは律法に反すること、という定義をし

ましたが、それは言いかえれば「自己中心」と

も言えます。神に喜ばれる生き方ではなく、自

分を喜ばす生き方をすることです。その神中

心ではなく、自己中心的な生き方をすること

が罪だと聖書は教えています。神様を無視し

た自分勝手な生き方を告白し、赦しを求め、イ

エス様の十字架の死と復活を信じる時、罪が

赦され、永遠のいのちが与えられます。 


